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要 旨 

 インターネットは、わが国に急速に浸透しつつある。「インターネット白書」によれぼ、

日本のインターネット利用者は99年2月において1,508万4,600人である。また、利

用実態をみると、自宅からの利用者数の仲び率が前年度105.6%から151.5%と大

幅に伸長しており、家庭からのインターネット利用者数が、勤務先/学校からの利

用者数を上回る結果となっている。この変化に伴って、数年前から、インターネット

を利用することが、社会生活、ひいては、「こころの健康」によくない影響を与えるの

ではないかという懸念が表明されている。ここでは、インターネット社会の現状を踏

まえて、このような議論に確かな根拠があるのかを実証的な研究から討議し、同時

に、逆に、インタ-ネットを利用することによる交流からこころの健康の回復をはかる

ことができるのかという可能性についても考えていきたい。  
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